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A study of chromosomes in four species of Lexias (Lepidoptera, Nymphalidae) 


Azuma ABE” and Yoshinori KuMAGA?I? 


1) 4-12-2, Sakaemachi, Hirosaki-shi, Aomori, 036-8336 Japan 
2) 2-6-14, Matsubara-nishi, Hirosaki-shi, Aomori, 036-8142 Japan 


Abstract Spermatogonial and spermatocyte chromosomes of four species Lexias (L. canescens, L. 
bangkana, L. dirtea, L. pardalis) were examined with the Crozier and paraffin section techiniques. 
L. canescens possessed 2n=60, n=30, L. bangkana 2n=26, n=13, L. dirtea 2n-38-40, n=19, 20 and 
L. pardalis 2n=38-44, nz19-22. 
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rexigy 属 は アジ ア の 熱帯 ・ 亜 熱帯 を 中 心 に 分 布 す る 大 形 の 蝶 の 1 群 で ある . イ チ モ ン ジ チ ョ ウ 族 
Limenitidini D FAY F a Y WE f Euthaliina に 含め られ , WROOM, 交尾 器 の 構造 か ら Bassarona, 
Dophla 属 と 共に Euthaliina の 中 で も 古い グル ー プ と され て いる . 


塚田 (1991) は exigsy 属 を さら に 5$ つ の 種 群 に 分 け て いる が , 本 報告 の 4 種 は その うち の ひと つ , [dirtea 
種 群 」 に 属す る . 本 報告 の 4 種 の うち ,r. canescens (Butler) は 唯一 雌雄 同型 で ある が ,4 種 と も 雌 は 
の 7eg 斑 と よ ば れる 類似 の 斑紋 を 有 し , 一 見 し て 互い に 近 縁 で ある こと が わか る .. bangkana Hagen は , 
L. cyanipardus (Butler) の 亜 種 の ひと つと し て Hagen (1892) に より 記載 きれ, 後に 塚田 (1991) に より 独立 
種 と し て 認め られ た . と . dirtea (Fabricius) と L. pardalis (Moore) は , アジ ア 各 地 に 分 布 し , 前 者 は 山地 に , 
後者 は 平地 葵 に 分 布 す る と いわ れる . ミャンマー 北部 で の 著者 の 経験 で は それ を 支持 する が , マレ ー シ 
ア 各 地 で は 両 種 が 混 棲 する . 塚田 (1991) は 両 種 の 区 別に つい て , 触角 先端 数 節 の 表面 が 赤褐色 の も の 
を L. pardalis と し, 黒色 の も の を dirtea と し て いる . 






























































著者 は マレ ー 半 島 の テレ ン ガ ヌ の 森 で dirtea の ぐる と L. pardalis の キ と の 交尾 を 観察 し 採集 し た こと 
が あり , 両 種 韻 に お ける 種 分 化 に も 興味 が 持た れ た . 染色 体 核 型 の 変化 が , 系 統 進化 に ヒン ト を 与え る 
こと が ある こと か ら , 両 種 の 柴 色 体調 査 に は 格別 の 思い が あっ た . 


Euthalia の うち , これ まで の 抹 色 体 に 関す る 報告 は , E. thibetana insulae カー14 I, II (Maeki et al., 1965) お 
よび 万. phemius n=29 I, II (Saitoh and Abe, 1981), E. julii の n=30 (Saitoh and Abe, 1970) が ある が ., Lexias 
属 の 報告 は な い . 






























































材料 お よび 方 法 
L. canescens と L. bangkana は 採集 が 難し く , 調査 個体 数 も 少な い .. dirtea と L. pardalis は , 場所 に より 
多 産 する . 


Afa Cll L. dirtea & L. pardalis に つい て , 従来 の 種 の 分 け 方 に 準じ て 触角 の 黒い も ゃ の を み 7eg, オレ ンジ 
0 50) € pardalis と し て 扱っ た . 材料 の 採集 デー タ と 個体 数 を 次 に 示す . いずれ も 成虫 の 精巣 を 用 いた . 
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1. Lexias canescens 

34, Kuching, Sarawak in May, 1999; 24, Sugud, Sabah in April, 2002; 24, Cameron Highlands in 
November, 1999; 34, Terengganu in August, 2000: 54', same locality in February, 2001; 2 4', same locality 
in March, 2004; 23, same locality in April; all localities are in Malaysia. 


2. L. bangkana 
14, Kuching, Sarawak in January, 1999; 24, same locality in April, 1999; 24, Terengganu in February, 
2001; 24, Terengganu in February, 2001; 24', same locality in March, 2004; all localities are in Malaysia. 


3. L. dirtea 

104, Langkawi Is.; 263, Terengganu; 9 4, Cameron Highlands; 94, Tioman Is. in October, 2005; 3 ず , same 
locality in October, 2006; 7 4, Kuching, Sarawak; 34, Sugud, Sabah; 83, Kundasan, Sabah; all locality is in 
Malaysia; 3 ず , Ngarongdan, Kachin, Myanmar in July, 2006. 


4. L. pardalis 

84, Langkawi Is.; 27 3, Terengganu; 2 ず , Cameron Highlands; 44, Kuching, Sarawak; 3¢, Sugud, Sabah; 
14, Tioman Is.; all localities in Malaysia; 14, Chiang Mai, Thailand in 1985; 54, Pyin-Oo-Luwing, 
Mandalay, Myanmar in May, 2002. 





これ ら の 成虫 か ら 精 巣 を 取り 出し , 次 の 二 つ の 方 法 (阿部 ・ 工 藤 , 2005) で 処理 し た . 1. パラ フィ ン 切 片 
法 (切片 法 と する ), 2. Crozier 法 (クロ ー ジ ア 法 と する ). また , 種 名 同定 は 三浦 正 恒 氏 に お 願い し , 学名 は 
塚田 (1991) に 従っ た . 





結果 





Lexias 属 の 4 種 は 体 サ イズ が 大 きい の に 精巣 が 小さ l, 乳白 色 で 脂肪 が 多かっ た の で , た び た び 精巣 の 
摘出 に 失敗 し た . タ テハ チョ ウ 科 の 調査 で は この よう な 例 は 経験 が な い . 


用 いた 二 つ の 方 法 で は , いずれ も 良好 な 結果 が 得 ら れ た . ク ロー ジア 法 で は 精 原 細 胞 の 分 裂 に よる 2n 
の 染色 体 (G), 減数 第 1 分裂 ①, 第 2 分 裂 (ID に よる n の 染色 体 が 観察 され た が , 切片 法 で は G は 観察 で 
き な か っ た . 蝶 の 染色 体 は 点 捧 また は 椿 円 状 で て ある が , L. dirtea, L. pardalis の で に お ける 大 形 染色 体 は , 
クロ ー ジ ア 法 で 長 析 円 形 ま た は 短 棒状 で , 他 の 点 状 染色 体 と 区 別 し や すい . 観察 細胞 数 は G, T, II の 後に 
小さ な 下 づ け の 数 字 で 示 し, KENDRE L), 中 形 の 染色 体 (MD お よび 小形 の 楽 色 体 (S) が 区 別 で き 
る と き は その 含ま れる 数 を L,M,S の 後に 下 づ け の 数 で 示 し た . 











1. Lexias canescens (Fig. 1) 
2n«60 G5 (Fig. 1-A, 以下 A, B,C と 省略 ), n-30 he (B クロ ー ジ ア 法 , で 切片 法 ) Ha, 


産地 に よる 染色 体 の 差 は 認め られ な か っ た . 構 成す る 各 楽 色 体 間 に 大 き さ の 差 は ある が , 連続 的 な の で , 
マー カー と な る 上 抹 色 体 は 区 別 で き な か っ た . 


2. L. bangkana (Fig. 2) 
2 ヵ =26 Le M; Ga(A クロ ー ジ ア 法 ), n=13 Laa h B クロー ジア 法 ,C 切 片 法 ), Lo (D 切片 法 ) 


産地 に よる 楽 色 体 の 差 は 認め られ な か っ た だ た.G に お ける 2n の 染色体 は ,L。 と 次 に 大 きい M。 は 分 裂 中 期 
も 椿 円 形 を な し , と き に くびれ 構造 を 持つ .L TE で も L。4 が 区 別 で き ,2z に お ける L。, Mo の 対 合 に よる こ 
と を 示す . 


3. L. dirtea (Fig. 3) 


2n-38G(AZ7Uu—ZYTik)2n-339G(BZu—Zyik,2n-40G(CZu—Z7Tikhn-191(pzu-—zzyr 
ik, E SJ Fr), Ul (F SJ Fr 1), n=20 L; 1(G 5J Fri), HE (H 8J Fr E), n221 1 切片 法 ), U G 切片 法 ). 


観察 し た 73 頭 に は 染色 体 数 の 変異 が あり, 2z=38-40, ヵ =19-21 が 認め られ た が , 大 部 分 を 占め る 70 頭 で 
は , 同一 個体 内 で 細胞 に よら ず 朱 色 体 数 が 一 定 し て いた . と ころ が 3 頭 で は ,。 同一 個体 内 で 以下 に 示す 
異 数 性 を 示し た . 
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Fig. 1. 
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Lexias canescens. A 2n=60 G, B n=30 I (Crozier), C n=30 L (section). Fig-2: L. bangkana. 
A 2n=26 G, B n-13 I (Crozier), C n=13 I, D n=13 II (section): Fig. 3. に と | dirtea. A 2n238., 
G, B 21239 G, C 2n-40 G, D n=19 I (Crozier), E 1-19 I (section): E nz 19 H (section), G` 
n-20 I (section), H 1-20 I (section), I n=21 I NN J n-21 II DOLO K n=21 I 


SH fex 2b 


(Crozier) scale-bar: 5 um. ul 5 
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5 um 


Fig. 4. L. pardalis. A 2n=38 G, B 2n- 41 G, C 2n=44 G, D n=19 I (Crozier), E n=19 I (section), F 
n=20 I (section), G n=21 I (Crozier), H n=22 I (Crozier), I n=22 I (section), J n=22 II (sec- 
tion) (A-J Borneo), K n=22 I (section) (Cheng Mai), L n=22 H (section Cheng Mai), M 
n=22 I (section); short-bars indicate large chromosomes. 


14: n=19 Ls, IL, n220 IH, 14: 27=39 S Gi, nz19 lo (K 72 O — Z F iE), Ha, n=20 L, 以上 2 頭 は ラン カウ 
4 Æ. 12: n=19 lz, Mg, n=20 I テレ ン ガ ヌス 産 . 


以上 3 を 除い た 観察 結果 に つい て ., 2z (G) が 見 えて いな い 個 体 も ああ る こと か ら , ヵ の 楽 色 体 数 に つい て , 
産地 毎 に 個体 数 を Table 1 に 示 し た . 2n239 G の 個体 の ヵ =-19 1 (K) を 示 し た が , 3 個 が 対 合 し た と 思わ れ 
る 像 に 当たる と 思わ れる の が 1 個 見 られ る (長い 線 ). 2n の 前 中 期 (C) で は , 大 形 染 色 体 に くびれ 構造 
(短い 線 ) が 見 られ る も の が ある . 


2n OX t KZ Ov C, 相同 菜 色 体 を 2 個 ず つ 並 べた も の を 核 弄 と よぶ が , 一 般 的 に チョ ウ 目 の 場合 , 2 
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Table 1. The haploid chromosome numbers and indivisuals of Lexias 
dirtea in each locality. 


Chromosome number 














19 20 21 22 Total 

Ngarondan (Myanmar)* 3 3 
Lang Kkawi Is. (Malaysia) 2 8 10 
Terengganu (Malaysia) 19 7 26 
Cameron Highland (Malaysia) 5 3 

Kuching, Sarawak (Malaysia) 5 2 

Sugud, Sabah (Malaysia) 3 

Sugud, Sabah (Malaysia) 3 3 
Kundasan, Sabah (Malaysia)* 6 6 
Tioman Is. (Malaysia) 12 12 
Total 34 41 76 


*E[I: L. dirtea の み 採 集 


色 体 が 点 状 で 相同 染色 体 を 識別 で き な い の で , 見 た 目 で 大 き さ の 順に 2 個 ず つ 並 べた も の を , RORA 


と よぶ こと に する . 20:38 の 仮 の 核 型 を Fig. 5A に , 2 ヵ =40 の 仮 の 核 型 を ig. 5B に 示 し た . Fig. 5A に お け 








83 





る No.8 と No.9, Fig. 5B O No. 7 と No.8 DH OAEI, L また は M と , それ より 小型 の も の の 境 を 示す . 


観察 細胞 数 は 全て 30 以上 で 200 を 越す も の も ある の で , 全て 省略 し た . 
4. L. pardalis (Fig. 4) 


2n-38 (LM), 46 G (A ク ロー ジ ア 法 ), 2n-40 HM) a4 G, 2 ヵ =41 G, 2n-42 (L+MD」。 > (B ク ロー ジ Y dE, 


2n=44 G(CZ u Y Y ik, n=19 1D 2 u —Z Y iE, EJ 





HE) n=20 1 FHI), n=211(G ク ロー ジア 


法 , ラ ンカ ウイ 産 ), ヵ =221(H ク ロー ジア 法 , 切片 法 ), n-22 LT J 切片 法 , ボル ネオ 産 ), n=22 I(K SP 1E, 
チェ ンマ イ 産 ), n=22 IL 切片 法 . チ ェ ン マイ 産 ), r=22 1 (M 切片 法 . ミャンマー 産 )) テレ ン ガ ヌ お よび 
ラン カウ イ (L. gzeg と の 混 棲 地 ) 産 で は , 2z に お ける L+M の 数 に バラ ツキ が 多い よう に 思わ れる . 








2n-44 の 細胞 に お ける r=221 で は LLs の 細胞 が 多かっ た . ボル ネオ , チェ ンマ イ , 
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Table 2. The chromosome numbers and Indivisuals of L. pardalis in 
each locality. 


Chromosome number 
19 20 21 22 Total 











Langkawi Is. (Maleysia) 3 1 4 8 
Terengganu (Malaysia) 6 8 2 11 27 
Kuching, Sarawak (Malaysia) 4 4 
Sugud, Sabah (Malaysia) 3 3 
Manut, Sabah (Malaysia)* 1 1 
Cameron Highland (Malaysia) 1 1 
Cheng Mai (Thailand)* 1 1 
Piyn-Oo-Luwing (Myanmar)* 5 5 
Total 6 11 30 50 














3 
*FII: L. pardalis の み 採 集 , 他 は と . dirtea と 混 棲 を 確認 し た . 














は 調査 し た 個体 数 は 少な い が z=22 Th A. LAM の 数 は 4-5 個 で ある (H, M 短い 線 ). 2 ヵ =42 と 2n=44 の 
仮 の 核 弄 を Fig. 5C, Fig. 5D に 示し た が , Fig. SC の No.$ と No.6 の 間 , Fig. SD の No.4 と No. 5 OB] Oo 
印 は L+M と その 他 の 小型 の 染色 体 と の 境 を 示し た . 個体 内 で 異 数 性 が 見 られ た の は 次 の 4 個体 で , い 
ずれ も ラン カウ イ 産 で ある . 


14: 2nz41 G, nz19 II, n=21 Is (Fig. 4G), n222 TL 14: n220 ター21 L, Ihz, n222 b, 14: n=19 L, IT, n220 
D2, n=22 Il, 1 4: n-19 Le, II2, 1-20 Lb, n=22 T」. 








以上 の 4 みる を 除い た 個体 数 を 楽 色 体 数 ご と に Table 2 に 示し た . 個体 内 で 染色 体 数 の 変異 が 見 られ た の 
iX, この 4 み の み で 少な か っ た の で , 観察 細胞 数 が 少な い 個体 に つい て る, 同一 個体 の 細胞 で 変異 が 見 ら 
れ な か っ た も の は , 変異 が な いも の と し て 扱っ た . 


Tabe 2 の 結果 か ら わ か る よう に ラン カウ イ と テレ ン ガ ヌ 産 を 除い て は =-22 で ある . ラ ンカ ウイ , テ レン 
ガ ヌ で も ヵ =22 が 多い . ラ ンカ ウイ と テレ ン ガ ヌ を 除く 他 地 域 で は ヵ =22 以外 は 観察 きれ て いな い が , 観 
袋 細 胞 数 は 十分 と は 言い 難い . 染色 体 構成 は 2 ヵ =44: n222 を 除く と dirtea と の 差 は 認め られ な か っ た . 


な お , L. pardalis と L. dirtea の 区 別 点 と し て 知ら れ て いる 触角 先端 部 数 節 の 赤褐色 の も の に つい て 調べ 
て みる と ,. い くつ か の パタ ー ン が ある こと に 気がつい た の で , 楽 色 体 数 と の 関係 に つい て 調べ て みた が , 
触角 の 色彩 パタ ー ン と 染色 体 数 の 関連 を 示す も の は な いと 判断 され た . 














考 窒 


タテ ハチ ョ ウ 科 の 最 頻 柴 色 体 数 は た 31 で あり , イ チ モ ン ジ チ ョ ウ 族 Limenidtni の オオ イチ モン ジ 属 
Limenitis で は 10 種 で n230 (Beliajeff, 1930; Lorković, 1941; de Lesse, 1967; Maeki, 1953; 前 木 . 1960, 
Maeki and Makino, 1953; Maeki and Remington, 1961), ミス ジ チ ョ ウ 属 Neptis で も n=30 が 多く , 以上 の こ 
と か ら イ チ モ ン ジ チ ョ ウ 族 の 最 頻 要 色 体 数 は ヵ =30 で あり , 大 型 を 1 個 持 つも の が 多い こと か ら ヵ =31 か 
ら 進 化し た と 考え られ る . これ に 対 し イナ ズ マ チョ ウ 属 Euthalia で は E. phemius で n=29 (Saitoh and Abe, 
1981), E. thibetana insulae で n=14 (Maeki et al., 1965), Yr X O Euthalia julii n=30 (Saitoh and Abe, 1970) 
が 報告 され て いる . 


今回 の 調査 の 結果 か ら , ア cxjzs canescens が 2 ヵ =60, n230 で ある こと が わか っ た . これ は Lexias 属 も イチ 
モン ジ チ ョ ウ 族 の 30 を 祖先 型 と する 根拠 と 考え られ る . Eo T L. pardalis の n219-22, L. dirtea の 
n-19-20, L. bangkana の n=13 も , n=30 か ら の 進化 で あろ うと 考え る こと が で きる . 染色 体 数 の 増減 と 大 
型 染色 体 L+M の 数 と の 関係 に つい て r dirtea, L. pardalis を 一 緒 に し て 整理 する と 次 の よう に な る . 


























2z=38 LrM1416  n-19  L4M 7-8 


40 5*5 — 1244 .^20- 6-1 
42: 10-12 21 5-6 
44 (6-8) 22 。 4-5 





2n の 楽 色 体 数 が 2 個 増加 する ご と に ., 大 型 楽 色 体 が 2 個 減じ る . それ ぞ れ ヵ で は 1 個 ず つ で ある . これ は 
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D. 染色 体 が 開 像 する こと に より ,2 個 の 小型 染色 体 と な り , 染色 体 数 が 増加 する こと を 示す . 逆 に 言 
F, 小型 染色 体 が 融合 する こと に よっ て 大 型 染 色 体 が 形成 され る と いう こと で あり , 大 型 染 色 体 に く 
Co oar Z5 51.2 (Fig. 3C 短い 線 ) こと も 融合 また は 開裂 が 起こ っ た 可能 性 へ の 根拠 と 考え 
られ る (阿部 ・ 工 藤 , 2005). L. bangkana n=13 に つい て ,E. thibetana insulae (現在 は 独立 種 Euthalia insu- 
lae と され て いる が が , 属 に つい て る も Bassaona insulae (EX TH, e と する 場合 も ある ) ヵ =-14 (Maeki et al., 
1965) の 報告 が あり イナ ズ マ チョ ウ 亜 属 妨 z 太 ze の 中 に は 染色 体 数 が 少な い 種 を 含む こと が 改め て 
示さ れ た . 著者 等 の 調査 で は ., イナ ズ マ チョ e こつ いて n ァ =13 を 確認 (REE) し 
て いる が , 今 の と ころ 柴 色 体 数 の 進化 に お ける 変遷 の 過程 は 見 えて こない . 近 縁 の 種 の 調査 が 望ま れる . 


L. dirtea の 染色 体 数 は 例外 な く ミ ャ ンマ ー 北 部 か ら マ レー シア ・ サ バ 州 まで, n=19, 20 で あ D; 触角 の 
先端 部 が 黒色 の 個体 群 が 細 胞 学 的 に も 安定 し て いる こと が 証明 され た . ミャンマー 北部 の 山岳 地 で は 
n-19 のみ が 観 察 さ れ , 低 紀 度 の マレ ー シ ア の サバ 州 高地 帯 や セテ キィ オマ ン 島 な ど 隔 離さ れ た 分 布地 で は 
n-20 で ある . お そら く , 分 布地 の 北側 の 限界 ミャンマー 北部 で は 19 が , 南側 で は 20 の 個体 群 が 分 
化し , 中 間 で 混 棲 し た の で は な いか と 思わ れる が , イ ンド シナ 半島 , ジャ ワ 島 な どの 調査 が 行わ ん れ てい 
な い . 

























































































n-19 と ヵ =20 の 交雑 に よる 2nz39 OVE C 10 Xe fe I (34x C n-19 で ある .T で は ヵ -19 と ヵ =20 が 観察 
され て いる . ル か ら わ か る よう に , ヵ 19 と 玉 20 の ゲノム が 含ま れ て いる の で , ヵ =19 と n=20 は 交雑 に よ 
り 変 化 は し て いな い . と ころ が 1 に お いて ヵ =19 で ある こと は , 19 の うち の 1 個 が 開裂 し て 2 個 に な り 
n-20 が 生 じ た か , ま た は ヵ =20 の うち 2 個 が 融合 し xm=19 と な っ た と 考え る こと で 説明 で きる . 開 像 また 
は 融合 に よっ て 生じ た r=19 の うち の 1 個 と r=20 の 中 の 2 個 が 柴 色 体 に 相同 性 を 失っ て いな い (分 化 が 
進ん で いな い ) な ら ば , 2n239 の 細胞 で は 1 の と き , ヵ =19 の 1 個 と 計 20 の うち の 2 個 が 対 合 し , ヵ =19 ① に 
な り (Hieg.3K の 短い 線 ).,L で は ヵ -19 と 20 に な る .L. dirtea の n=19 と n=20 の 各個 体 群 が , 必ず し も 安定 
し て いる も の で は な いこ と が , ヵ =10, 20 の 個体 内 変異 を 示す 現象 も 観 鶴 され , 特に 混 棲 地 で は r=19 っ 20 
の 融合 また は 開 利 が 現在 も 起こ っ て いる 可能 性 が ある . 


L. pardalis (& L. dirtea より 僅か に 分 布 が 東方 に 広がっ て いて , 分 布 の ほとん ど は 両 種 が 重なっ て いる ( 塚 
H, 1991). 一 般 的 に は た dirtea は 山地 , と pg7gg が が は 低 平地 に 分 布 す る と され る . NN ロン ハイ 7 
ンド の Juala の 山頂 近く (お そら く 標 高 1.500 m を 越す ) で も 両 種 が 混 棲 する . 


L. pardalis の 染色 体 数 は n-19-227 で ある (Table 2). うち ., ラ ンカ ウイ と テレ ン ガ ヌ 以 外 で は , SD と ころ 
n-22 以外 は 観察 され て いな い . ラン カウ イ と テレ ン ガ ヌ で も nz=22 が 多く , 両 地域 の 結果 を 合わ せる と 
n=19, 64, n=20, 124, n221, 34, n=22 が 14? で ある . n-19, 20 O3 E [3 o8 FL TEMASEE E n222 の 個体 
群 の 間 に 何 等 か の 差 が ある こと が n=21 の 個体 が 少な いこ と か ら 考 えら れる . ヵ =19 と ぁ ヵ =22 の 交雑 に よ 
る と 思わ れる 2n-41 ヵ =19 IL n222 に つい て 考え て みる と , この 個体 で は IT は ヵ =21 で ある . n=21 I (Fig. 
4G) で は 対 合 し て いる 柴 色 体 と ., し て いな い 柴 色 体 の 区 別 は 出来 な い (小型 の も の は 殆ど 対 合 し て いる 
と 観察 され る ). ヵ =21 が 生じ る に は , 19 の うち 3 48 25 B828 L n222 が 生じ た (その 反対 に (ia と 
し て ,I で は 開裂 し た 6 個 が 元 の 3 個 と 全て 対 合 し た ら ヵ =19 (D に な る . ヵ =21 が 生じ る た め に は ヵ =-19 の 
3 個 の うち 2 個 と 開裂 し た 4 個 が 対 合 し ,1 個 と それ の 開 像 に よっ て 生 uum t 7:33 
合 に =21 (D) と な る . n22200 7) 5248 E n-19 00 1 個 の 間 に は お そら く 対 合 し た り 。 し な か っ た りす る こ 
と も ある に 違い は な い が , 互い に いく ら か の 分 化 が 起こ っ て 相同 性 が 低く な っ て いる こと を 示す も の 
と 考え られ る . こ の こと が と pardalis に お ける n=19, 20 C70 OX IETEUORE REBUR LS NOS «NGA 
る 可能 性 が ある . 


し か し , 触角 の 先端 部 が 赤褐色 で ある n-19, 20 の 個体 群 が , ア . pardalis 7z な の か , 或いは , 触角 が 赤い た 
dirtea な の か に つい て は , 本 調査 の 結果 か ら は 不明 で ある .L. pardalis に つい て カメ ロン ハイ ラン ド 1 グ 2! 
クチ ン 4 みな ど 混 棲 地 に お ける 調査 個体 数 は 少な い . いずれ も z=22 で ある が , 柴 色 体 数 の 多 型 を 示す 地 
域 で ある ラン カウ イ ,. テ レン ガ ヌ で は と .pg7d2/ が 5 に n=19-20 LUI られ , 両 種 の 
混 棲 と 交雑 に よる 柴 色 体 数 や 形態 の 乱れ も 否定 で き な い -. 2 


著者 の 一 人 阿部 | iX, テレ ン ガ ヌ で L.dirtea DE と L. pardalis の そ が 交尾 し て いる の を 確認 し て か ら 採 集 
し た が , 精巣 を 固定 し な が ら も その 結果 は 他 の 結果 に 紛れ て し まっ た .r7exzgy に お ける この 2 種 に つい 
て では, その 後 も 調査 に 全力 ZETE, お び た だ し い 数 の Lexias が 飛び 交 う 中 で , ERLO, テリ トリ 
ー を 示し た り , 繁殖 に 関す る 観察 は 全く な く , た だ 一 度 の 交配 例 の 調査 の チャ ンス を 逸し た . また , 両 種 
は 明 ら か な 雌雄 異形 で あ N, それ が この 種 の 繁殖 方 法 に どの よう な 意 了 味 を 持つ の か な ど 興 味 が 持た れ 

る と ころ で ある . ‘A 
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さら に , 結果 の 冒頭 に 記し た が , rexzxs 属 4 種 は 共に 精巣 が 非常 に 小さ か っ た . 精巣 の 大 き さ は 一 般 的 
に は 体 の 大 きき さ に 比例 する . し か し , ム モン アカ シジミ な ど そ が 何 度 も 交尾 を 繰り 返す よう な 場合 , 体 
の サイ ズ に 比 し , 精巣 が 大 きく 各種 生殖 細胞 の 分 像 が 成虫 で も 行わ れ て いる (阿部 ・ 工 藤 , 2005). Lexias 
属 で は , 反対 に 小さ いこ と か ら , 効率 の よい 交尾 行動 が 行わ れん て いる も の と 考え られ , 成虫 の 精巣 に お 
ける 分 裂 細 胞 数 が 少な いこ と か ら , 染色 体 の 変異 が 正確 に 調査 で き な か っ た 原因 で も ある . 














材料 の 採集 で は , 三浦 正 恒 氏 , 静 谷 英夫 兵 , 渡辺 康之 氏 の ご 援助 を いた だ いた . 論文 作成 に あたり 三浦 
TEER, REER, 市 田 忠夫 氏 の 御 指導 ・ ご 協力 を いた だ いた . 記し て 心から 感謝 申し 上 げ る . 








引用 文献 


阿部 東 ・ 工 藤 頁 次 ,2005. シ ジミ チョ ウ 科 ミド リ シ ジ ミ 族 7 種 の 柴 色 体 . WE LR 6: 122-130. 

Beliajeff, N. K., 1930. Die Chromosomen komplexe und ihre Beziehung zur Phylogenie bei den Schmetterlingen. 
Zeitschr. indukt. Abstamm. u. Vererbungsl. 54: 360—399. 

de Lesse H., 1967. Les nombres de Chromosomes chez les Lepidopteres Rhopalocerés Néotropicaux. Ann. 
Soc. Ent. Fr. (N. S.) 3: 67-136. 

Federley, H., 1938. Chromosomenzahlen finnládischer Lepidopteren. 1. Rhopalocera. Hereditas 24: 397-464. 

Hagen, B., 1892. Beutrag zur Kenntniss der Rhopaloceren der Insel Bangka. Berl. ent. Z. 37: 139—158. 

Lorković, Z., 1941. Die Chromosomenzahlen in der Spermatogenese der Tagfalter. Chromosoma 2: 155- 
191. 

Maeki, K., 1953. Chromosome numbers of some butterflies (Lepidoptera, Rhopalocera). Jap. J. Genet. 28: 
6-7. 

前 木 孝道 , 1960. HEES TAF a y ORARE. 遺伝 学 雑誌 36: 137-146. 

Maeki, K. and S. Makino, 1953. Chromosome numbers of some Japanese Rhopalocera. Lepid. News 7: 36- 
38. 

Maeki, K. and C. L. Remington, 1961. Studies of chromosomes of North American Rhopalocera 4: 
Nymphalinae, Chraxidenae, Libytheinae. J. Lepid. Soc. 14: 179-201. 

Maeki, K., M. Ogata, and T. Shirozu, 1965. A study of the chromosomes in twenty-five species of Formosan 
Rhopalocera. Spec. Bull. lepid. Soc. Japan 1: 1-10. 

Saitoh, K. and A. Abe, 1970. Chromosome studies in sixteen species of Himalayan butterflies (Nymphalidae 
and Licaenidae) Spec. Bull. lepid. Soc. Japan 1: 141-149. 

— — ——, 1981. Chromosome numbers of twenty-four of Rhopalocera from People's Republic of China. CLS. 
31: 18-19. 

塚田 悦 造 , 1991. タテ ハチ ョ ウ 科 ( 下 ). BERAT YT BEOR S5. 576 pp. Zc& EFBESEBIEZEEIT, 長野 . 














Summary 


Spermatogonial and spermatocyte chromosomes of four species of the genus Lexias (L. canescens, L. 
bangkana, L. dirtea and L. pardalis) were examined with the Crozier and paraffin section techniques. 
Spermatogonial and spermatocyte chromosome numbers were as follows: L. canescens 2n-60, n-30; L. 
bangkana 2n=26, n=13; L. dirtea 2n-38—40, n=19, 20; and L. pardalis 2n238—44, ヵ =19-22. The sympatrically 
distributed species L. dirtea and L. pardalis were so similar they had spermatocytes with n=19 or n=20, and 
n—22, respectively, in allopatric localities; in sympatric localities (Terengganu, Langkawi Is.), the spermato- 
cyte chromosome number of L. pardalis varied from n-19 to n=22. 
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